







遠藤玲奈 1)、金子奈未 1)、高橋智美 1)  
1) 新潟医療福祉大学 健康科学部 看護科 
 
【背景】平成 23 年度の我が国の糖尿病患者数は 270 万人
で、その内 75 歳以上の患者数は 78 万 7 千人である。平
成 19 年の国民健康・栄養調査では、糖尿病が強く疑われ
る人とその可能性が否定できない人は合わせて 2,210 万






















齢糖尿病患者の家族 3 名。 












【結果】研究対象者は男性 1 名、女性 2 名、年齢は 40 歳
代から 60 歳代で、就業者 2 名、未就業者 1 名であった。
介護を要する頻度は週に 3 日から毎日であり、3 名とも副
介護者が存在した。分析の結果、家族が実施しているサポ
ートのコード数は 81 で、これらは 23 の小カテゴリーと 6
の中カテゴリー、2 の大カテゴリーに分類された。 
 





























































北島昌樹 1）、水戸部優太 1）、森下慎一郎 2） 
1) 新潟医療福祉大学 健康科学部 看護学科 
2) 新潟医療福祉大学 医療技術学部 理学療法学科 
 
【背景】K 氏 30 歳代女性。夫と別れて実父母と K 氏の子














































































【結論】医療スタッフが K 氏を遠ざける姿は、逆に K 氏
から医療スタッフを遠ざけた。それは、化学療法の副作用
に対するセルフコントロール不良や潜在する問題を抽出
できないことに結びつく。そのため、まず、医療スタッフ
は患者の言動の背景も読み取り、心の声を聴く能力が求め
られる。 
 
